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1. 緒　言

　高度情報化社会の進展に伴って，半導体・システム LSI
は，回路規模や機能が大規模・複雑化し，適正なシステム
デザインを行うことが難しくなっている。その一方で，製
品サイクルの短期間化により，設計期間の大幅な短縮を可
能とする革新的なシステムデザイン手法が求められている。
　これまでは，システムの要求を反映した概略のモデリン
グを行い，ハードウェアとソフトウェアに展開して，各専
門分野の設計者が，設計ドメイン（機械系，電気系，制御
系，ソフトウェア系）ごとに適正設計を行った後，設計ド
メイン間のすり合わせを行うことにより，システムデザイ
ンを行っていることが多いといわれている 1),2)。しかし，こ
のような手法では，システムの最適解に近づくことは難し
く，かつ繰り返しすり合わせ調整を伴うため，設計期間の

長期間化が避けられない，という問題を抱えている。
　このような状況の中で，近年，ソフトウェアのオブジェ
クト指向言語 UML (Unified Modeling Language)3)を発展さ
せて，ハードウェアも記述可能な SysML (Systems Modeling 
Language)4)が提案されている。この SysMLは，ハードウェ
ア・ソフトウェアからなるシステム全体を一気にモデリン
グすることが可能であることから，システムのモデリング
には有効であると考えられている。
　そこで本研究では，このモデリング手法に着目するとと
もに，推定した理想構成範囲から最適解を迅速に求め適正
設計を行うために必要なアルゴリズムと，自動化のための
実行ファイルの連携方法の作成を行うことで，これまでの
問題を解決するシステムデザイン手法の構築を試みた。さ
らにこの手法を用いて，システム LSIの構想設計段階の適
正設計を試みたので，以下に報告する。
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　概要　システム LSIは回路の大規模化により，すり合わせによるシステムデザインが難しくなっている。そこで本研究で
は，推定した理想構成範囲において，システム全体のパラメトリックなモデリング，重要設計項目の抽出と相反問題を考慮し
た最適化ワークフローを作成，最適解を自動で求め，適正設計を行うシステムデザイン手法 SDSI-Cubicの検討を行った。さら
に自動実行のためのアルゴリズムの考案と連携ソフトウェア群を作成し，本手法を構築した。本手法をシステム LSIの構想設
計段階に適用した結果，重要設計項目である性能，消費電力，コストの相反問題を考慮した適正設計を行うとともに，本手法
の適用性を明らかにすることができた。

Abstract
The circuits of system LSIs are increasing in scale and systems designs using the old adjustment meth-

ods are becoming more difficult. Therefore, in this research, we developed a new systems design method 
(named SDSI-Cubic) to achieve a proper design. The method calculates the optimal solution automatically 
within the estimated ideal system structure using the following steps:

1. Modeling the whole system parametrically.
2. Extracting important design items.
3. Creating an optimization workflow considering the dependencies.
4. Executing the optimization.
Furthermore, we devised an algorithm for automatic execution and also developed cooperation software. 

Applying our methodology to the conceptual design stage of a system LSI revealed that it is possible to 
achieve a proper design in consideration of important design items, performance, power consumption, and 
cost. Thus we could clarify the applicability of this method.
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